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	応用
	抗原情報
	背景
	触媒活性:UDP-アルファ-D-グルクロン酸 + N-アセチル-ベータ-D-ガラクトサミニル-(1→4)-ベータ-D-グルクロノシル-プロテオグリカン = UDP + ベータ-D-グルクロノシル-(1→3)-N-アセチル-ベータ-D-ガラクトサミニル-(1→4)-ベータ-D-グルクロノシル-プロテオグリカン。,触媒活性:UDP-N-アセチル-D-ガラクトサミン + ベータ-D-グルクロノシル-(1→3)-N-アセチル-ベータ-D-ガラクトサミニル-プロテオグリカン = UDP + N-アセチル-ベータ-D-ガラクトサミニル-(1→4)-ベータ-D-グルクロノシル-(1→3)-N-アセチル-ベータ-D-ガラクトサミニル-プロテオグリカン。,補因子:二価カチオン。最も高い活性はマンガンで測定されます。コバルトも利用できます。,機能：β-1,3-グルクロン酸トランスフェラーゼ活性とβ-1,4-N-アセチルガラクトサミントランスフェラーゼ活性の両方を有します。UDP-GlcUAからグルクロン酸（GlcUA）を、UDP-GalNAcからN-アセチルガラクトサミン（GalNAc）を、伸長中のコンドロイチンポリマーの非還元末端に転移します。,オンライン情報：GlycoGeneデータベース,PTM：DNA損傷時にリン酸化されます（おそらくATMまたはATRによる）。,類似性：コンドロイチンN-アセチルガラクトサミントランスフェラーゼファミリーに属します。,サブユニット：CHSY1に結合する。,組織特異性：普遍的。膵臓、卵巣、脳、心臓、骨格筋、結腸、腎臓、肝臓、胃、小腸、胎盤に多く発現しています。,触媒活性:UDP-α-D-グルクロン酸 + N-アセチル-β-D-ガラクトサミニル-(1->4)-β-D-グルクロノシル-プロテオグリカン = UDP + β-D-グルクロノシル-(1->3)-N-アセチル-β-D-ガラクトサミニル-(1->4)-β-D-グルクロノシル-プロテオグリカン。,触媒活性:UDP-N-アセチル-D-ガラクトサミン + β-D-グルクロノシル-(1->3)-N-アセチル-β-D-ガラクトサミニル-プロテオグリカン = UDP + N-アセチル-β-D-ガラクトサミニル-(1→4)-β-D-グルクロノシル-(1→3)-N-アセチル-β-D-ガラクトサミニル-プロテオグリカン。,補酵素：二価カチオン。マンガンで最も高い活性が測定される。コバルトも利用できる。,機能：β-1,3-グルクロン酸トランスフェラーゼ活性とβ-1,4-N-アセチルガラクトサミントランスフェラーゼ活性の両方を有する。 UDP-GlcUAからグルクロン酸（GlcUA）を、UDP-GalNAcからN-アセチルガラクトサミン（GalNAc）を伸長中のコンドロイチンポリマーの非還元末端へ転移する。,オンライン情報：GlycoGeneデータベース,PTM：DNA損傷時にリン酸化される（おそらくATMまたはATRによる）。,類似性：コンドロイチンN-アセチルガラクトサミン転移酵素ファミリーに属する。,サブユニット：CHSY1に結合する。,組織特異性：普遍的に存在する。膵臓、卵巣、脳、心臓、骨格筋、結腸、腎臓、肝臓、胃、小腸、胎盤で高発現する。,
	研究分野
	コンドロイチン硫酸の生合成;
	画像データ
	

	CHSY2抗体を用いたMCF7細胞の免疫蛍光染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。
	

	CHSY2抗体を用いたパラフィン包埋ヒト子宮頸癌組織の免疫組織化学染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした画像です。
	

	CHSY2抗体を用いたLOVO細胞およびK562細胞のライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。

